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１回 濱口
講義
演習

２回 濱口
講義
演習

３回 濱口
講義
演習

４回 濱口
講義
演習

５回 濱口
講義
演習

６回 濱口
講義
演習

７回 濱口
講義
演習

８回 濱口
講義
演習

９回 濱口
講義
演習

10回 濱口
講義
演習

11回 濱口
講義
演習

12回 濱口
講義
演習

13回 濱口
講義
演習

14回 濱口
講義
演習

15回 濱口
講義
演習

実務経験を活かした教育の取組

三重県国際交流財団のポルトガル語医療通訳・翻訳パートナーおよび三重県警察本部の民間通訳者として活動している。ブラジルでの生活
経験ならびに医療機関等における通訳経験を活かして本授業の講義を行う。

再試験の有無と
基準等

不合格者は再試験を受験するできる。

選択
単位数
(時間)

1(30)
授業
形態

科目等
履修生

ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ

講義
履修
年次

三重県に住んでいる多くのブラジル人とコミュニケーションが取れるようにブラジルポルトガル語の文法と会話の基礎を学ぶ。
また、医療現場で使われる実践的なポルトガル語用語を学ぶ。

１．ポルトガル語文法の基礎を理解し、簡単な会話ができること。
２．基礎レベルのポルトガル語の文章を理解できる。
３．ブラジル文化及び在日ブラジル人の事情を理解する。
４．医療現場におけるポルトガル語の基礎を学ぶ。

ポルトガル語Ⅱ(応用)
Portuguese Ⅱ

濱口まどか（非常勤）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

ポルトガル語を通じて、広い視野を持ち多様な価値観を理解できる医療従事者になってほしいと思います。

成績評価方法
(基準)

期末試験（５０％）、課題（４０％）、出席（12回以上＝１０％）

1年次
後期

科目
区分

教養・基礎科目 
選択
区分

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

Ｃ　多様な考え方や文化的背景を持つ人々の特徴に応じて、自らの看護活動の必要性や方法を説明するための
　　コミュニケーション能力を有している。（技能・表現）

Ｂ  人々の生活に根ざした看護を実践するための幅広い教養と専門的知識を有している。（知識・理解）

 ・接続法の動詞活用と応用
 ・仮定や条件を表す表現

 ・接続法の動詞活用
 ・願望を表す表現

主担当
教　員

教科書
香川正子.ニューエクスプレスプラス　ブラジルポルトガル語.白水社,2018.

参考書等

兼安シルビア典子.ブラジル人による生きたブラジルポルトガル語初級 新訂版.同学社,2019.
武田千香．ブラジルのポルトガル語入門．三省堂2001.
※授業時に適宜紹介する。

学生の主体性を伸ば
すための教育方法と
学生への期待

演習を多く取り入れます。学生には積極的に参加してもらい、ブラジルポルトガル語を楽しく学ぶことを期待してい
る。言語の学習だけではなく、ブラジルの文化やブラジルと日本の関係・歴史を紹介する。

備考

・受動態(受け身)の表現
「代表チームの選手たちは監督に選ばれた。」

医療健康用語の学習

課題の内容は授業時に説明する。

学　　習　　課　　題

・複合完全過去の表現
「最近、元気になってきました。」

まとめ①
 ・2、3、4、5、6回目の復習
 ・練習問題集

 後期に学んだ文法事項等の復習まとめ③

・接続法未来を用いる表現
「雨が降れば、出かけない。」

・接続法現在形を用いる表現
「皆様が休みを楽しむように願っています。」

・動詞の現在未来形
「来年、オリンピックが開催される。」

まとめ②

・複合大過去の表現
「私が着いたとき、授業はすでに始まっていた。」

・形容詞の比較
「ブラジルは日本より広いです。」

 ・前期に学んだ文法項目、表現、語彙の復習

 ・過去の時点で行われた動作を表す表現②

 ・事前に学んだ動詞の完全過去形の活用
 ・過去の時点で行われた動作を表す表現③

 ・形容詞の比較級と最上級の表現
 ・優等/劣等/同等の比較級、最上級

 ・関係代名詞を用いて、修飾する文節の修飾語を応用す
る表現

・動詞の完全過去形の応用②
「ポルトガルへ行ったことがありません。」

・動詞の不完全過去形の活用と応用③
「働いていた時に電話が鳴った。」

 ・動詞の現在未来形の作り方と応用
 ・現在未来形と「Ir」動詞複合未来表現

 ・8、9、10回目の復習
 ・練習問題集

 ・複合大過去の応用
 ・Ter/Haver動詞不完全過去形＋過去分詞

 ・身体各部位、病気、健康用語の導入
 ・参考できる資料の案内

・コース案内、成績評価方法の説明
・前期の復習

学修項目 学習内容

 ・動詞の過去分詞形の活用、複合完全過去の応用
 ・Ter動詞の現在形＋過去分詞

 ・動詞の過去分詞を用いる受動態の表現
 ・過去分詞の性と数の活用

・修飾する文節
「薬を飲んだ子供が治りました。」
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